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　東山青少年活動センターでは、3 月18 日（土）に『ワカモノ文化市』
を実施しました。今年初の試みで、手作り市やステンドグラス・木工の
体験、若手絵描きとの創作体験やダンス公演など、市民を対象に活動
センターを利用する青少年の発表・発信を1日に凝縮して行いました。
　カフェスペースでは、日ごろ居場所事業やものづくり事業に参加し

ている青少年がボランティアとして、コーヒーを提供しました。事前
にフェアトレードコーヒーを広めているお店「春風珈琲」さんから研
修を受け、コーヒーの知識やおいしい淹れ方を練習しました。「初め
ての経験ですべて新鮮、楽しかった」「ドキドキしたけどいい経験が
できた」などの感想をもらいました。
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　日ごろ、青少年活動センターを使っていただいてい
る利用グループが集まり、活動報告と団体同士の交流
を図る会を 2 月 18 日（土）に開催しました。
　前半はお互いを知るワークを行い、後半はそれぞれ
の活動目標をもとに課題や解決について意見交換を行
いました。25 団体 34 名の参加があり、熱気あふれ
る時間となりました。

「活動報告・団体交流会」を開催しました

　南青少年活動セ
ンターでは、2 月
9 日〜 14 日の 6
日間、バレンタイ
ン特別企画「ちょ
これぇと週間」を
開催しました。
　 期 間 中、 料 理
室を無料開放した

「チョコレートタ
イム」では、中学
生から大学生まで
たくさんの利用が
あり、それぞれが
チョコレートを作るだけでなく、利用者同士が交流するきっかけにもなりました。
また、お菓子作り教室「ちょこっティエ」では、京都橘大学の和洋菓子研究会の
メンバーを講師に招き、参加者と青少年講師が一緒にお菓子を作りました。そして、
ちょこれぇと週間連動企画の未来支援委員会助成金事業「レンアイカフェ」では、
恋愛マスターのあかたちかこさんと若者がリアルな「レンアイ」について語り合
う機会となりました。

　2016 年度から下京青少年活動センターで開始した「しもせい大
学」は、若者が主体的に学び・考え、異年齢間で様々なテーマにつ
いて安心して話せる場です。他者との関わりの中で、自分なりの考
えを模索していくきっかけづくりを行っています。これまでに、「て
つがくカフェ」、「『ハッシュ！』上映会＆トーク」、「おカネにまつ
わるおはなし」、「ミになるごはん」等様々なテーマで開催してきま
した。2017 年 4 月〜 6 月はコミュニケーションをテーマに開催
します。是非、ご参加ください。
4月16日（日）14：30〜17：00「自分と相手を大切にするコミュニケー
ション」
5月20日（土）13：30〜16：00「Let's enjoy！飲みニケーション」
6月10日（土）13：30〜16：00「おしゃべりてつがく」

　寄付やボランティアなどの社会貢献について、楽しさと難しさを
体感しながら学ぶ。そんな「寄付の教室」が 2 月 25 日（土）に開
催されました。寄付とは？　NPO とは？　といったレクチャーか
ら始まり、いろいろな社会課題に対して取り組んでいる 3 つの団体
の紹介がありました。その中から自分ならどこにどれだけ寄付をす
るかを話し合いました。決して正解があるわけではない問いですが、
参加した高校生たちは自分の価値観や考え方にそって意見を交わし
ていました。
　この寄付の教室を経て、参加者の高校生が 3 月 12 日（日）に公
益財団法人京都地域創造基金が行う助成金審査会に審査員として出
席しました。

ちょこれぇと週間

しもせい大学　学びほぐし学部 高校生対象「寄付の教室」を実施しました！

ご寄付いただきました

　京都市ユースサービス協会では多くのご支援・ご寄付をいただいております。2016 年度中にいただきましたご寄
付について、ご紹介させていただきます。

合計596,204円（2016年 4月〜2017年 3月）
　いただいたご寄付については、当協会の取り組み、ご指定いただきました事業に活用させていただきます。誠にあ
りがとうございました。


